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平
和
と
友
愛
（
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
）

　

平
和
を
愛
し
、
人
と
人
の
融
和
を
尊
ぶ
心
や
さ
し
い
人
を
乙
女
の
姿
で
表
現
し
た
。

大
き
く
天
に
向
け
両
腕
を
広
げ
て
い
る
ポ
ー
ズ
は
、
未
来
に
向
け
大
き
く
飛
躍
し
よ
う
と
し
て
い
る
〝
は

む
ら
〟
の
姿
を
、
そ
の
両
腕
が
描
き
出
す
円
弧
は
、
市
民
相
互
の
友
愛
と
郷
土
愛
を
表
現
し
、
天
空
に
向

か
い
、
大
き
く
は
ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
二
羽
の
鳩
は
、
永
遠
の
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

制作者 木内 禮智
設置場所 羽村市役所玄関前

（羽村市緑ヶ丘五丁目２番地１）
設置年度 平成元年度
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あ
と
が
き

　

平
成
二
十
七
年
は
、
昭
和
二
十
年
の
終
戦
か
ら
七
十
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
先
の
大
戦
の
悲

惨
な
体
験
を
風
化
さ
せ
ず
に
、
恒
久
的
な
世
界
平
和
思
想
の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
羽
村
市

で
は
、
戦
後
七
十
周
年
平
和
啓
発
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
民
の
皆
様
の
寄
稿
に
よ
る
平
和
作
文
集
の
発
行
、
青
梅
市
と
羽
村
市
と
の
共
同
で
、
中

学
生
が
被
爆
地
で
あ
る
広
島
市
を
訪
問
し
、
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
平
和
意
識
を
広
め
る
平

和
啓
発
施
設
見
学
会
の
実
施
、
戦
争
関
連
資
料
の
展
示
な
ど
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
八
月
十
五
日
の
終
戦
記
念
日
を
、
平
和
を
考
え
学
ぶ
一
日
に
位
置
付
け
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
中
で
、
平
和
記
念
式
典
、
平
和
啓
発
講
演
会
、
映
画
上
映
会
、
広
島
派
遣
報
告
会
な
ど
を
実
施

し
、
若
い
世
代
が
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
、
自
ら
発
信
し
て
い
く
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
今
か
ら
二
年
前
の
平
成
二
十
五
年
八
月
に
作
文
の
募
集
を
開
始
し
、
四
十
名
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
、
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
文
の
内
容
か
ら
は
、
悲
惨
な
戦
場
で
の
体
験
、
東
京
大
空
襲
で
の
悲
劇
、
疎
開
先
で
の
暮
ら
し
な
ど

を
通
じ
て
、
平
和
の
大
切
さ
を
認
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
原
稿
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
目
の
前
で
辛
い
経
験
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
、

大
変
な
環
境
の
中
で
、
生
と
死
の
境
を
、
紙
一
重
で
乗
り
越
え
て
き
た
人
だ
と
思
う
と
、
歴
史
の
大
き
な
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う
ね
り
に
翻
弄
さ
れ
、
人
間
の
は
か
な
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

作
文
は
、
執
筆
者
の
ご
意
向
を
最
大
限
尊
重
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
が
、
万
一
、
不
手
際
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
編
集
の
都
合
上
、
掲
載
の
順
序
は
原
稿
の
到
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
長
文
に
つ
い
て
は
削

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
部
分
も
あ
り
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

年
々
、
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
先
の
大
戦
を
体
験
さ
れ
た
世
代
が
減
少
し
、
戦
争
と
い

う
事
実
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
今
、
執
筆
者
の
思
い
が
多
く
の
人
に
伝
わ
り
、
世
界
の
恒
久
平
和
に
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
羽
村
市
は
平
和
宣
言
都
市
と
し
て
、
平
和
啓
発
事
業
の
企
画
と
実
施
を
通
じ
、
世

界
平
和
思
想
の
趣
旨
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
編
集
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
西
多
摩
新
聞

社
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
戦
争
体
験
記
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
が
、
苦
労
し
た
昔
の
分
ま
で
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
お
幸
せ
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

羽
村
市
企
画
総
務
部
企
画
政
策
課



戦後七十周年記念誌

語り継ぐ戦争の記憶 ―平和への願いを込めて―
平成 27年 8月 15 日発行
発行　羽村市
	 〒 205-8601
	 羽村市緑ヶ丘五丁目 2番地 1
	 TEL　042-555-1111（代表）
	 FAX　042-554-2921
	 Mail　s101000@ city.hamura.tokyo.jp
	 市公式サイト http://www.city.hamura.tokyo.jp
編集　羽村市企画総務部企画政策課
　　　株式会社西多摩新聞社
印刷　株式会社タマプリント






	語り継ぐ戦争の記憶――平和への願いを込めて――
	羽村市平和都市宣言
	発刊にあたって
	目次
	戦争体験記
	戦争体験記　能登輝子
	有楽町駅の中 空襲で地獄絵　清水良子
	太平洋戦時下にたくましく生きた青春　塚田正直
	七十年前の集団疎開児童の記憶　徳澤節子
	太平洋戦争の体験（当時は戦争末期）　柴田忠作
	「戦争」許さない　加藤チエ子
	戦死した兄　平野甲子
	懐かしさと哀しさの入り混じった三十年代　篠田稔子
	労苦の戦下小作農　佐久文雄
	父の手紙　小澤弘子
	私の戦争体験記　大野誠一
	戦争体験記　中野永久栄
	体験記　渡辺忠夫
	青い空　和田 豊
	不都合な光景 ～引揚者の戦争体験記～　尾部卓美
	当たり前ではない、今ある平和　吉田ゆり
	戦争体験記　大塚勝江
	私の学童疎開体験　高橋玲子
	私の戦争体験 ―国民学校二年生のころ　木下正彦
	戦争の体験記　松沢エイ子
	この時から戦争は始まっていた　清水弘子
	戦争体験記　石井文雄
	戦争そして平和　井原茂之
	満蒙開拓青少年義勇軍（隊）誕生!!　和田正三郎
	戦争体験記　野島順子
	日本の永久平和を祈って　野島亮一　
	逆縁を生きた昭和の父母　徳永蔦枝
	父から聞いた戦争体験　渡辺祐治
	太平洋戦時下の体験　渡辺千秋　
	平和を願う今　稲垣昌子
	「シベリア抑留について」 ――小林實さん覚え聞き

	平和を願う作文
	被爆国、日本から願う平和　柴田瑞稀
	今の平和を守るため　溝畑詩織
	平和を願う　副島 陸
	広島平和啓発施設見学会を通して　門原志歩
	本当の平和を目指して　髙橋 玄
	原爆　相原歩美

	戦争関連資料
	当時の様子を記した絵日記　（深野三枝子さん提供）
	善行證書、恩給欠格者書状、特別慰労品　（石川本さん提供）
	父　田村久一の資料（田村治男さん提供）

	平和と友愛（モニュメント）
	あとがき

